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犯
し
を
緋
究
洛

a
h
L断
定
す
る
誤
解
仁
川
法
け
み
な
t

り0

る
は
:
・
・
:
英
政
策
論
に
熱
中
し
て
mmを
感
弾
一
論
に
災
ぽ

政
策
に
剣
ナ
ッ
ω
関
係
に
於
て
は
総
機
感
は
常
に
枇
合
科
講
，
す
然
な
ら
ポ
/
ん
ば
あ
ち
‘

Jr・
-
:
:
じ
総
締
法
T

者
が
鷲
際
の

の
共
通
の
狭
営
制
限
の
存
ず
る
ζ

と
を
お
み
可
r
h
J

歩
。
政
一
時
事
問
題
仁
向
っ
て
是
非
の
判
断
を
下
す
崎
純
一
私
人

治
家
は
総
資
な
ふ
仰
闘
機
的
材
料
を
得
ん
1
」
欲
す
る
一
時
仁
の
一
の
資
絡
に
於
℃
之
JZ
郊
す
可
し
、
決
し
て
蒋
る
に
早
川
付

み
1
綴
鞠
感
の
大
家
L

に
乞
ふ
可
し
、
一
ゅ
ん
の
政
治
的
目
的
一
の
税
減
を
以
て
す
可
が
ら
ホ
J

し
山
県
者
以
一
場
開
の
矯
め
に

仇
与
支
持
の
処
け
の
に
彼
等
を
般
は
ア
可
ら
が
。
コ
れ
ば
絞
約
一
感
問
仁
従
事
す
可
く
英
貿
際
上
の
功
泌
如
何
は
白
ち
他

皐
者
は
…
般
仁
政
治
的
活
動
を
益
段
へ
る
を
可
と
す
o

而

…

の

人
-P)
待
て
之
'Z
定
。
可
合
な
b
、
・
:
「
捌
く
あ
る

弘
法
し
彼
れ
仁
し
て
政
学
仁
加
は
る
を
油
貯

ιな
コ
ば
彼
…
可
し
川
知
く
斜
3
N
E
る
可
か
AP--ポ
J
L
I
ζ

主
総
ず
る
と
ぎ

れ
杭
其
行
潟
仁
就
て
殺
制
倒
的
科
卒
の
椛
戚
を
和
寸
心
事
能
は
…
は
、
航
仁
一
風
雨
の
第
…
設
よ
t
り
下
『
り
て
第
二
義
仁
一
務
つ

診
る
を
附
叩
・
僻
剖
ピ
2

7

Q

可
p
り
も
パ
公
る
な
ん
J
O

一
唱
の
仁
し
て
;
:
純
一
丘
、
応
用
の
臥
別
以
論
安
る
所
問
中

本
け
，

ub

九

品
川

5

…
に
抑
制
度
の
問
胞
に
し
て
一
五
々
L

予
川
市
・
亦
詐
て
経
衡
感
講
義
仁
一
於
て
注
の
如
く
云
ヘ
I

り
。
…
今
ヂ
!
ル
滋
践
の
就
く
所
会
(
私
凡
仁
A
W
す
ゐ
L
o
志一ん

Aew，

E
統
感
恢
の
謬
論
は
此
(
彼
締
法
制
申
立
の
魚
川
仰
し
ょ
ん
替
、
一
し
o

飢
し
紛
紛
上
の
法
則
仁
謝
し
て
は
予
は
秋
川
伐
と
問
、
下
J

リ
カ
ル
ド
揃
に
英
蹴
泌
者
が
散
防
作
品
人
間
の
総
怖
ょ
の
ル
ザ
バ
一
み
能
川
μ
?と
雌
号
、
自
然
法
則
の
誌
に
於
て
の
総
締
諮
問

際
政
策
仁
…
捌
胤
ハ
ナ
子
fTし
深
く
共
感
別
論
宏
一
取
っ
て
臨
一
な
る
jqv
の
な
る
乙
I
r
h

亦
予
の
信
ポ
る
所
な
F

りわ印刷一則一徳一一…)

も
に
政
策
ド
L

一
資
際
問
胞
を
庄
右
甘
ん
ー
と
し
ん
仏
る
仁
蹄
間
一

す
る
唱
の
多
'
じ
、
隠
・
児
僚
が
大
櫛
仁
一
於
て
共
研
究
の
方
~

除
、
態
度
、
用
意
に
於
，
t
E統
率
扱
の
上
仁
一
歩
を
滋

u
初
心
仏
る
仁
拘
ら
・
小
Vl---:
・
:
:
燐
々
山
句
作
hzmm"'応
、
能
は
か
」

ぶ
長
京
都
整
監
思
議
陶
器
開
側
関
開
制
調
詩
司 総

鍬

活
道

O
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お?

『
ふ
弘
、
日
一

J

f
i
J
J
F

』~

米
問
中
央
銀
行
設
立
問
題
出

暢

k~ 

(
二
)
執
議
期
に
於
け
ゐ
中
央
銀
行
の
職
分
潟
替
相
場
に
影
響
ど
及
ぼ
じ
て
金
一
の
輸
出
宏
防
渇
し
、
立

此
時
期
の
特
徴

t
ず
ゐ
蕗
は
、
前
総
卒
叫
怖
に
於
け
る
市
輸
入
を
娘
、
地
せ
ん
と
ナ
る
替
の
ぶ
し
て
、
内
閣
に
於
け
み

坊
が
中
央
銀
行
ょ
ん
ノ
獅
注
し
て
自
由
に
行
動
す
る
に
院
し
貸
付
の
需
要
伝
減
少
せ
し
め
ん
と
す
る
が
如
さ
ほ
寧
ろ
第

中
央
銀
行
の
制
御
を
受
く
る
の
地
位
に
居
る
の
一
事
仁
在
一
二
の
目
的
な
I

り
と
す
。

mω
ふ
仁
此
政
策
の
成
否
如
何
以
市

bfζ
す
J
O

一
場
利
率
が
る
定
歩
令

-t怒
細
胞
を
共
に
す
る
や
否
ゃ
に
依
る

従
来
各
凶
中
央
銀
行
が
市
場
制
御
の
然
め
に
採
用
せ
る
…
唱
の
に
し
て
、
中
央
銀
行
が
れ
償
問
貸
付
業
務
の
大
部
分
を

方
策
は
、
説
得
及
び
支
配
を
縞
宜
混
用
す
る
に
ふ
仔
し
、
戎
一
ト
・
日
り
る
捌
に
於
て
は
、
他
銀
行
に
潟
ず
ふ
貸
付
諦
求
の
増

は
中
央
銀
行
自
憾
仁
於
て
行
ふ
も
の
と
、
他
銀
行
の
協
力
一
加
は
誌
に
市
場
利
率
ま
し
て
一
公
定
歩
合
に
接
近
せ
し
U
フ心

配
侠
つ
替
の
と
の
ご
み
〆
1

り
か
己
。
金
貨
党
換
に
手
数
料
を
・
深
一
を
以
て
、
割
引
政
策
の
運
用
甚
だ
好
都
A
げ
な
れ
ど
号
、
廷

し
叉
は
他
銀
行
ー
し
協
力
し
て
以
℃
金
の
輸
出
を
防
一
印
刷
す
る
…
来
、
英
濁
仁
一
於
け
る
が
如
く
他
銀
行
の
資
力
・
充
貸
し
、
殆
ど

が
如
営
、
一
定
の
絡
陣
内
に
於
て
外
側
金
貸
災
ば
金
地
金
一
中
央
銀
行
を
後
初
渦
せ
ん
J
唱
す
る
場
令
広
一
於
て
は
、
容
易
に

に
制
叫
す
る
賀
山
只
前
段
&
恒
別
す
る
が
・
'
知
念
、
金
の
総
怠
ド
ト
一
市
場
利
事
を
日
公
定
歩
合
設
で
一
引
上
げ
し
む
る
を
得
-
V
¥
殻，

裂
す
る
資
金
L
Z
融
通
し
て
以
て
謀
総
入
&
促
す
が
如
・
営
、
一
に
於
て
わ
各
闘
中
央
銀
行
は
市
場
仁
一
於
け
る
遊
資
の
供
給

戎
除
外
側
宛
子
形
を
所
持
し
て
以
て
金
の
総
出
を
防
、
ぎ
、
一
を
乏
し
か
ち
し
ひ
る
の
必
要
を
認
め
、
英
閥
仁
於
て
絞
れ
公

其
総
入
を
誘
ふ
が
'
加
を
一
仰
れ
弘
此
積
の
方
策
な
b
o

…
債
を
、
濁
潟
に
於
て
は
大
織
山
抑
制
諮
問
.
参
を
寅
却
し
て
、
以
て

然
れ
ど
も
各
倒
中
央
銀
行
が
議
活
重
要
な
ら
と
す
る
所
…
市
坊
の
遊
資
を
吸
牧
，
ず
ゐ
の
策
&
総
本
J

る
に
一
企
れ
ん
¥
此

肱
割
引
政
策
の
運
用
応
外
な
ら
ふ
と
抑
唱
割
引
政
策
の
日
…
紘
一
果
市
中
銀
行
が
中
央
銀
行
に
有
ー
す
る
鎖
金
の
義
的
に
滅

的
文
る
、
割
引
歩
司
令
の
高
低
仁
依
て
、
外
側
銀
行
を
し
て
少
を
戒
す
を
以
て
、
市
中
銀
行
は
従
前
の
残
高
を
総
持
せ

本
閥
府
鋳
掛
智
子
ー
形
仁
川
仰
す
る
‘
需
要
企
増
加
せ
し
め
、
以
て
ん
が
矯
め
、
貸
付
を
制
限
す
る
の
必
要
に
援
す
可
〈
、
期
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総

問
、
く
て
市
場
利
率
の
際
費
を
喚
起
す
る
次
第
な
I

り
o
戒
は
資
薬
密
喚
起
す
る
に
至
る
可
き
を
以
て
な
t
p
o

思
ふ
に
丸
信
欧

金
に
批
判
す
る
不
時
の
需
要
は
直
仁
中
央
銀
行
仁
一
部
し
て
、
側
、
が
此
政
策
に
注
目
し
柁
る
は
全
く
金
融
上
の
関
係
に
於

資
金
の
需
要
k
喚
起
す
る
は
の
な
ら
ん
じ
は
、
中
央
銀
行
一
て
会
洲
一
市
場
た
る
の
税
み
る
結
果
、
他
岡
仁
於
け
る
恐

が
常
に
留
意
し
て
、
他
銀
行
の
経
緯
k
慌
霊
な
ら
し
め
、
一
…
慌
は
直
に
自
闘
に
影
響
止
及
ぼ
ナ
を
以
て
、
中
央
銀
行
の

信
用
膨
脹
の
傾
向
を
防
?
が
如
を
…
凡
難
わ
ら
合
ゐ
が
如
一
勢
カ
を
強
大
に
し
、
更
に
外
闘
に
一
於
け
る
投
機
取
引
を
抑

か
は
も
来
、
だ
其
例
に
乏
し
。
裂
す
る
に
他
銀
行
が
盟
諸
な
る
一
魅
せ
ん
lι

欲
す
る
の
必
要
に
出
で
-K
る
替
の
な
L

リ。

資
金
を
保
持
し
、
殊
仁
般
信
の
念
盛
な
る
場
合
に
は
、
中
央
一
欧
洲
諮
倒
に
於
け
る
中
央
銀
行
割
引
政
策
の
効
果
は
よ

銀
行
以
態
仁
今
後
仁
於
け
る
資
金
の
淳
一
周
を
加
減
す
る
の
一
能
の
如
し
と
脈
ど
号
、
直
に
之
を
以
て
、
多
く
は
内
倒
的

外
何
等
勢
力
を
有
せ
が
』
る
を
常
と
す
る
な
ら
o

、
一
原
因
に
依
て
金
一
棚
上
の
隙
皆
殺
生
す
み
米
闘
に
同
一
の
効

判
明
今
各
倒
中
央
銀
行
が
警
戒
政
策
と
し
て
採
用
す
る
彪
…
巣
あ
る
乙
と
を
盟
U
能
は
・
ヂ
。
査
し
米
闘
の
外
閥
貿
易
貯

の
も
の
は
、
総
て
錦
絵
相
場
仁
幾
動
を
及
ぼ
し
て
、
以
て
工
行
政
資
の
山
口
阿
は
経
約
一
枇
合
会
憾
に
於
け
る
活
動
の
…
小
都

内
閣
金
融
組
織
を
山
本
闘
な
ら
し
め
ん
と
す
る
一
騎
に
隣
若
一
分
を
占
ひ
る
い
ふ
鴻
ぜ
り
ふ
恥
ノ
O

而
じ
て
米
閣
の
食
料
品
及
び
原

す
る
が
如
L
、
議
し
内
聞
に
於
け
る
貸
付
の
需
要
増
加
を
一
料
品
の
輸
出
は
世
界
仁
於
て
確
間
不
畿
の
市
坊
を
有
す
る

制
限
す
る
に
は
異
常
な
る
割
引
歩
合
の
引
上
を
以
〈
し
て
一
に
反
し
一
方
に
輸
入
品
肱
主
と
し
て
容
修
品
な
る
を
以
て

備
ほ
織
に
其
効
果
の
…
部
分
を
奏
す
る
に
過
ぎ
か
る
に
、
一
其
需
要
は
伸
縮
性
仁
宮
品
、
加
ふ
る
仁
輸
出
入
は
潟
替
手

外
閥
よ

6
ホ
ゆ
る
資
金
の
取
付
は
割
引
歩
令
普
通
の
引
上
を
一
泌
定
以
て
‘
取
引
せ
ら
れ
、
欧
州
洲
市
場
は
容
易
に
業
引
受
、

以
て
之
を
制
す
る
を
得
べ
し
。
郎
、
お
割
引
歩
合
の
上
滋
b
e・
割
引
宏
行
ふ
を
以
て
、
之
が
斜
め
に
貨
幣
の
流
出
を
芯
趣

向
ル
る
や
、
外
凶
銀
行
ぽ
融
迩
手
形
仮
出
の
利
袋
、
を
失
ひ
、
ナ
忠
少
な
〈
、
随
て
米
側
関
の
恐
慌
は
佐
て
外
闘
に
出
ム
ツ
〈

却
て
投
資
の
目
的
を
以
て
本
岡
宛
然
替
手
形
仁
川
前
す
る
需
晩
起
せ
ら
れ
文
ゐ
事
な
し
、
唯
経
絡
鮭
舎
に
活
動
を
皐
す
-

線

一一一五エ
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F
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一
二
一
山
~
一
語
諮
問
問
阿
制
制
附

E
E
E義
民
自
長
野
主
義

E
E
F
E除隊
路
側
関
長
野

E
E臨
時
鮮
総
監
制
覇
宮
崎
製
品
臨
E
E総

E
5
2
5
2総長
官
民
皆
佐
野
版
制

Y
E錨

る
E
C
共
仁
融
議
乎
形
除
外
倒
銀
行
仁
依
て
振
出
3
れ
、
一
る
に
在
よ
り
)
中
央
銀
行
が
割
引
歩
合
を
引
上
げ
て
、
以
て

時
多
額
の
債
務
ir~負
携
す
る
の
弱
鮎
あ
る
の
み
O

之
を
要
内
閣
市
場
仁
臨
む
が
如
を
ほ
~
欧
側
諸
倒
に
悦
似
て
電
設
効

ず
る
に
中
央
銀
行
の
職
務
仁
し
て
信
用
組
織
を
仰
抑
制
な
ら
果
微
弱
仁
し
て
、
半
b
て
一
部
分
の
影
響
十
一
市
場
仁
興
ふ

し
む
る
に
在
b
zず
る
弘
、
米
闘
に
於
て
は
割
引
歩
合
の
一
る
ド
泌
ぎ
古
る
綜
、
会
く
紋
地
に
於
uw
る
特
級
の
銀
行
般

引
上
に
依
て
外
岡
貨
幣
を
吸
牧
ず
る
ζ

と
戴
く
、
唯
臥
洲
一
例
微
妙
な
る
金
融
関
係
、
信
則
の
続
動
和
及
ぴ
貸
付
市
場

宛
潟
替
手
形
を
平
時
質
入
れ
慌
を
、
一
朝
貨
幣
統
出
の
兆
一
仁
一
於
叫
り
る
中
央
銀
行
の
勢
力
仁
彪
到
す
る
に
外
な
ら
歩
。

あ
る
仁
常
て
之
を
臥
洲
仁
…
験
訟
し
て
割
引
会
求
め
、
以
て
二
叩
坊
の
利
率
を
し
て
一
公
定
歩
合
よ
し
或
る
脚
係
を
彬
持
せ
し

貨
幣
の
統
出
を
防
抑
制
す
る
の
、
総
あ
る
の
み
な
る
昔
、
同
定
れ
一
日
め
ん
之
ず
る
仁
川
μ
、
中
央
銀
行
が
役
-W坊
を
文
脱
す
る
の

ー
し
て
宅
獄
訓
近
来
の
風
潮
宮
丸
れ
ば
各
閥
、
カ
営
難
し
て
一
一
地
位
仁
立
也
、
他
銀
行
が
緩
訟
の
、
途
上
仁
あ
vる
を
必
一
安
Eι

此
政
策
を
紡
越
せ
ん
と
し
っ
、
あ
る
を
以
て
、
其
成
効
競
…
ず
る
部
、
米
側
仁
於
て
綜
他
銀
行
滑
カ
下
し
て
斯
る
混
ぜ
を

必

可

し

之

す

。

一

段

↑

む

能

舷

歩

、

叉

信

用

統

動

の

よ

よ

F

り
見
る
号
、
世
人
以

術
し
て
米
閥
仁
於
砂
る
金
融
上
の
隙
隙
以
、
芸
新
聞
闘
…
能
く
弛
方
的
需
要
仁
勝
、
ビ
符
ベ
き
他
銀
行
仁
頼
る
の
得
策

の
常
と
し
て
、
総
掛
祉
合
膨
脹
の
機
合
多
・
尚
己
仁
加
ふ
る
仁
一
な
る
仁
一
於
て
弘
、
之
を
期
す
る
乙
と
鄭
L
2す
、
長
等
の

預
金
伝
加
の
一
般
仁
利
用
せ
ち
る
、
給
果
、
繁
鉄
則
湖
仁
於
一
事
情
の
下
に
中
央
銀
行
が
市
幼
仁
巣
影
響
を
血
ハ
ふ
る
の
難

て
信
用
が
4
N
滋
な
る
膨
阪
を
戒
す
の
事
貴
仁
wm
胎
す
る
活
…
を
肱
h
w
論
仁
し
て
、
殊
仁
前
総
せ
る
如
く
中
央
銀
行
が
誕

の
じ
し
て
、
共
原
因
り
主
と
し
て
的
倒
的
な
る
と
と
蹴
泌
一
京
駄
仰
を
義
3
ん
2
・
ず
る
ド
必
要
な
る
総
備
金
を
集
中
し
~

せ
る
除
仰
の
'
測
し
o

泣
れ
ば
米
闘
中
央
銀
行
の
任
務
以
貸
付
一
第
一
等
の
幹
質
の
貸
付
に
釣
し
て
)
布
カ
な
む
航
存
働
総

の
要
求
仁
際
し
て
能
く
英
悦
賞
、
を
究
め
、
投
機
的
事
業
及
行
1
ζ

競
容
す
る
が
如
き
灘
中
の
蜘
跡
事
支
ふ
可
l
u
o
b
判
れ
の

m

ぴ
題
特
資
本
初
充
の
斜
め
応
ず
る
資
金
の
需
要
を
瞥
戒
す
白
川
地
よ
b
ず
る
司
米
凶
ド
於
け
る
割
引
政
策
の
動
制
作
綜
亦

肋
蹴

s

覇軍:

雑

}五}
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英
同
牧
は
金
融
市
場
に
多
大
の
打
撃
&
輿
ふ
る
以
上
は
紙

幣
は
自
ら
永
久
に
・
披
張
せ
ら
る
可
〈
l
m
矧
く
て
紙
幣
の
夜

一
行
機
は
警
戒
期
に
於
て
何
等
の
効
果
を
表
、
ず
る
本
能
は
才

中
央
銀
行
の
効
果
広
闘
す
る
問
題
紋
以
上
仁
・
止
め
、
今
一
る
仁
去
る
可
し
。
彼
の
他
銀
行
預
金
の
牧
受
及
ば
倒
成
金

米
関
じ
於
て
従
来
中
央
銀
行
設
立
の
方
薬
と
し
て
提
出
せ
一
の
残
高
は
市
場
生
し
て
中
央
銀
行
に
依
頼
す
る
の
念
生
生

ら
れ
し
匂
の
k

車
内
容
を
検
す
る
に
、
.
詳
細
の
紡
仁
於
〈
は
…
叫
し
め
、
之
に
依
て
信
用
の
膨
脈
を
防
?
を
得
る
が
如
含

多
少
の
相
遼
bo--
存
ず
る
が
如
を
号
、
共
主
眼
と
す
る
成
以
一
落
、
是
れ
は
一
時
的
現
象
に
止

ifb、
資
本
増
加
の
波
皮

総
て
、
一
大
中
央
銀
行
&
設
立
し
、
政
府
及
ば
現
存
の
岡
一
悲
し
合
米
踏
に
於
て
は
他
銀
行
は
早
腕
其
勢
力

k
m加
し

立
銀
行
b
z
以
ζ

其
経
鶴
者
と
し
、
叉
其
株
主
と
し
、
其
業
一
て
中
央
銀
行
に
頼
る
の
必
要
宏
減
b
、
中
央
銀
行
は
総
て

務
は
主
と
し
て
倒
庫
金
の
預
記
敢
に
取
扱
及

α倒
立
銀
行
一
市
場
支
取
の
カ
を
失
ふ
仁
宅
一
る
可
し
。
識
は
中
央
銀
行
に

と
の
取
引
と
慨
。
、
之
に
紙
幣
殺
行
械
を
賦
興
し
て
準
備
…
し
て
卒
時
紙
常
の
緩
行
宏
…
限
、
し
み
~
常
に
下
一
縦
の
給
備
金

市
及
ぴ
中
央
滋
，
備
市
に
於
け
る
銀
行
部
金
の
預
託
所
忙
ら
…
配
保
持
す
る
に
於
て
は
、
一
朝
恐
慌
に
際
し
て
他
銀
行
止

し
む
る
仁
一
致
す
る
が
如
し
。
…
万
・
液
中
央
銀
行
設
立
の
案
一
被
助
ず
る
の
効
あ
る
が
・
加
を
母
、
期
く
す
ふ
と
き
は
現
行

、
北
る
、
恐
慌
湖
仁
一
於
け
る
銀
行
制
度
の
紋
紡
を
救
紛
せ
ん
…
濁
立
闘
庫
制
度
の
下
に
起
る
弊
山
骨
堂
繰
返
3
N
Y
る
な
得
・
ボ
J

2
ー
し
て
拠
出
せ
ら
れ
し
唱
の
な
れ
ば
、
平
時
殊
仁
…
替
減
期
…
印
私
他
銀
行
を
し
て
中
央
銀
行
の
救
演
に
依
頼
す
る
の
念

仁
於
て
恐
慌
を
ふ
水
然
に
防
渇
し
、
戒
は
之
を
緩
和
す
る
の
一
を
深
か
ら
し
め
、
却
て
共
業
務
を
放
縦
に
し
、
恐
慌
等
仁

方
策
と
し
て
は
、
総
く
る
所
あ
る
を
兎
わ
れ
歩
、
勿
論
出
'
(
濁
し
て
充
分
な
る
注
意
を
愉
仰
は
才
る
仁
澄
ら
し
な
可
し
、

央
銀
行
に
は
紙
幣
殺
行
の
職
務
あ
ん
1
C
雌
名
、
前
述
せ
る
之
を
一
県
1
A
G
r
-

る
仁
中
央
銀
行
が
能
{
市
坊
を
統
御
ナ
る
に
は

如
く
紙
幣
の
分
胞
に
間
難
あ
1

り
、
叉
信
用
一
膨
脹
三
共
に
、
川
平
に
市
場
の
加
味
焼
、
食
る
い
恥
止
ら
!
?
、
混
ん
で
欧
州
側
諸
閣
に

安
仁
し
て
俄
仁
設
費
行
を
日
苅
る
昔
、
決
し
て
之
が
斜
め
に

信
用
組
織
全
設
聞
な
ら
し
む
ゐ
・
事
な
せ
は
断
言
し
〈
慨
ら

歩。
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一

於
け
る
が
如
く
直
接
市
場
仁
貸
出
を
潟
ず
か
、
成
は
日
本

4
1
1
八
百
九
十
年

J?}
リ
y
グ
恐
慌
の
場
令
仁
於
け
ふ
が
'
郊

に
於
け
る
が
如
く
他
銀
行
が
常
仁
会
く
中
央
銀
行
仁
依
頼
く
、
中
央
銀
行
盟
主
主
然
み
、
他
銀
行
を
卒
以
て
英
資
産

ー
す
る
か
の
ニ
絶
叫
机
れ
か
に
出
で
な
る
可
か
ち
歩
。
の
保
護
諒
助
を
約
し
~
突
然
の
獄
中
肢
を
防
治
せ
ん
ー
し
す
る

(
一
一
一
)
恐
慌
期
広
一
於
川
町
ソ
心
中
央
銀
行
の
職
分
一
ド
笠
れ

b
、
日
応
隠
米
倒
手
形
交
換
所
の
作
用
心
獄
似
す
る

米
側
問
中
央
銀
行
の
平
時
及
ぴ
警
戒
期
に
於
け
る
数
来
期
一
唱
の
仁
し
て
、
此
協
約
の
成
立
に
時
名
明
一
あ
ゐ
有
力
者
の

く
の
如
し
1'
し
す
れ
ば
、
業
恐
悦
期
仁
一
於
け
る
数
巣
の
'
知
念
一
介
校
長
必
要
と
す
可
く
、
貸
付
政
策
仁
一
宇
一

b
て
は
何
等
協

自
ら
切
な
る
可
し
Iι
総
司
、
従
来
谷
闘
中
央
銀
行
の
取
れ
一
定
を
要
す
る
事
な
し
o

る
封
殺
肌
策
眠
、
会
く
一
倒
一
特
殊
の
銀
行
組
織
の
如
何
・
竺
抑
々
米
側
に
於
け
る
恐
慌
の
察
官
隊
側
諸
問
側
面
広
於
一
付

拘
叶
い
ち
歩
、
常
に
有
数
な
る
が
如
き
を
以
て
、
控
…
ι・
之
を
了
ハ
ai--L
嬰
な
ん
、
親
仁
千
八
百
九
十
一
一
一
年
り
'
加
を
組
貨
の
最

究
ひ
る
も
亦
従
憾
な
r
り

と

せ

ヂ

。

…

は

銀

行

の

文

配

す

る

を

符

含

る

源

開

の

潟

め

・

広

潤

梓

な

従
来
谷
間
中
央
銀
行
、
が
恐
慌
に
際
し
‘
取
れ
る
方
策
以
匝

7
0し
仁
川
市
拘
以
ち
歩
、
食
幣
本
位
制
仁
闘
す
る
不
安
の
結

々
と
し
て
定

ψ-E
歩
、
戒
は
収
総
政
策
を
減
ゐ
唱
の
あ
れ
一
如
水
と
し
て
、
金
の
輸
出
を
似
し
、
却
て
部
慨
を
晩
起
し
、

ば
、
或
は
膨
際
政
策
を
採
る
が
市
の
あ
J

り
大
る
弘
、
一
度
ぴ
一
…
方
千
八
百
五
十
レ
七
年
及
び
千
九
百
O
レ
の
a
a
k
於
て
瓜
緋

つ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
バ
ジ
オ
y
ト
し
氏
一
代
の
名
著
大
る
寸
ロ
一
統
械
製
後
備
ほ
、
険
制
よ
ー
り
多
級
の
金
の
統
入
を
見
文
ゐ

ン
バ
}
ド
、
ス
ト
リ
ー
ト
し
の
出
づ
る
仁
及
ん
で
、
自
由
一
紅
な
ん
〆
O

斯
く
恐
悦
に
蛍

'o金
の
滅
入
の
総
一
易
な
る
紘
、

貸
付
の
政
策
は
総
会
な
る
銀
行
の
原
則
ー
し
し
て
世
間
川
仁
一
水
一
会
く
匁
秒
相
坊
が
総
出
現
浴
料
以
上
仁
怒
し

twb時
仁
川
沢

総
せ
ち
れ
、
爾
来
中
央
銀
行
は
恐
慌
時
仁
於
て
漢
の
税
金
一
て
昔
、
米
側
仁
於
て
議
貨
仁
釘
品
。
一
を
生
b
、
絡
め
仁
外
闘

の
文
榔
殊
に
貸
付
総
紛
の
貸
住
を
負
ぴ
、
以
て
市
坊
を
文
資
本
家
を
し
て
金
の
輸
入
を
有
利
な
ら
し
む
る
の
給
梨
な

配
す
る
に
淫
れ
t

り
。
最
均
現
に
一
種
の
協
約
家
出
せ
ち
れ
、

1
9
0

殊
仁
保
談
小
初
一
千
を
介
し
て
潟
替
を
資
質
す
る
域
令

lB3 

事u

鍛

ま1
ヨZ
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に
は
、
潟
務
相
場
が
、
小
初
予
の
低
落
し
た
る
程
度
に
昂
嫌
ず
る
は
明
白
の
事
貨
な
』
り
、
米
関
に
於
て
恐
慌
を
救
燐

総
せ
診
る
制
限
ム
リ
、
わ
通
貨
打
歩
の
斜
め
に
金
の
輸
入
を
見
る
ず
る
の
途
斯
の
如
し
と
す
れ
ば
、
別
に
中
央
銀
行
設
立
に

可
し
。
凶
ょ
ん
商
品
の
務
効
及
品
ω
外
閥
の
佼
継
は
、
金
の
一
一
俊
・
允
ん
よ
I

リ
は
、
寧
λ
混
存
機
備
市
銀
行
が
一
今
時
に
於
て

効
静
た
定
む
る
一
提
案
な
る
も
、
日
湾
総
吋
と
て
も
銀
行
に
於
て
…
能
く
其
在
住
J

ど
重
ん
い
い
、
従
来
上
人
ツ
唱
多
額
の
態
備
金
コ
ピ

文
榔
を
停
止
し
、
集
結
果
遜
貨
に
打
苧
ど
生
ゅ
ん
に
は
、
…
保
持
す
る
の
単
純
簡
躍
な
る
に
如
わ
や
す
心
の
道
理
な
ら
ポ

縛
め
に
拶
轡
を
免
・
わ
れ
ま
る
な
t

り

。

一

ゃ

。

中
央
銀
行
設
立
論
訴
は
、
米
側
の
恐
慌
は
内
閥
均
株
μ

手
一
恐
慌
時
に
銀
行
ザ
貸
付
を
機
毅
ず
る
の
見
地
ょ
ん
/
、
米

形
!
被
に
一
般
銀
行
券
ド
於
け
る
引
受
の
快
乏
仁
基
悶
ず
る
一
問
銀
行
業
の
快
紡
を
考
ふ
る
に
、
米
一
闘
に
於
て
は
貸
付
歩

と
し
、
中
央
銀
行
が
能
く
満
足
な
ゐ
結
果
を
お
怜
せ
ん
が
翁
…
令
は
常
に
ほ
焼
効
品
だ
し
く
、
恐
慌
時
に
於
て
お
極
度
に
迷

め
に
は
、
伶
特
手
形
の
一
般
流
通
を
必
要
l
し
し
、
共
快
乏
一
し
、
叫
がd
に
貸
付
を
不
能
な
ら
し
り
る
と
の
批
難
多
し
。
然

は
銀
行
資
産
の
流
動
性
に
快
乏
を
京
市
ず
要
素
止
処
す
が
如
一
れ
ど
弘
斯
く
貸
付
歩
合
の
銭
動
頻
繁
な
る
は
、
主
と
し
て

し
o
m
m
ぶ
に
此
説
北
る
、
然
終
日
手
形
が
は
取
M

刀
流
動
性
仁
富
…
米
側
特
有
の
株
式
取
引
所
の
慣
例
に
基
く

4
の
な
り
、
欧

み
允
る
に
油
開
ゐ
ρ
も
の
な
ら
ん
号
、
姿
す
る
に
内
密
よ
t
り
は
一
洲
議
閥
に
於
て
は
株
式
取
引
所
の
受
渡
日
一
定
し
、
例
へ

山崎
1

ろ
準
-
む
拘
泥
す
る
議
論
に
湯
、
ぎ
歩
、
究
一
級
ず
み
虎
け
い
…
ば
一
週
間
成
は
一
筋
月
を
期
限
tc
す
る
に
反
し
、
米
側
取

恐
慌
以
前
に
於
て
中
央
銀
行
が
共
貸
付
を
制
限
し
、
之
に
一
引
所
に
於
て
は
毎
日
一
株
式
の
受
波
を
行
ふ
を
以
〈
、
資
金

会
能
力
営
利
用
せ
か
一
る
の
一
事
に
外
な
ら
だ
賢
際
に
於
一
の
需
要
は
日
々
幾
劾
[
、
隣
て
貸
付
歩
合
に
絡
ヘ
ヱ
同
低

て
我
銀
行
業
者
が
総
資
な
る
統
治
伶
ふ
有
ナ
ゐ
弘
、
恐
慌
等
を
示
す
次
第
な
-bo
闘
よ

b
恐
慌
に
常
i

り
貸
付
歩
合
の
騰
ー

に
際
し
て
之
を
挽
慨
す
る
に
口
ぬ
る
信
用
の
貯
城
所
の
存
せ
賞
、
異
常
の
桂
皮
仁
上
み
は
事
変
忍
れ
い
に
港
、
仔
細
に
之

含
る
結
果
、

a
u
b
ι
得
ホ
ノ
交
換
所
貸
付
説
券
の
緩
行
に
依
を
綴
怨
す
る
に
、
資
際
に
銀
行
以
定
取
引
先
に
鈍
し
て
け
い
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従
比
刊
の
忠
容
を
総
持
し
、
唯
仲
買
人
を
終
て
手
形
を
由
民
却
ら
下
、
信
用
総
織
の
綴
本
要
素
柁
る
一
本
曾
〕
般
の
、
修
行

一一しん
L
し
す
る
者
、
敢
に
投
資
及
ば
投
機
の
問
的
の
斜
め
に
仁
ぶ
糾
す
ゐ
信
用
-K薄
弱
な
ら
し
む
可
く
、
防
て
千
九
百
右

折
品
川
ト
公
安
、
-K請
求
す
る
者
の
み
仁
新
此
父
宮
治
用
ナ
年
の
滋
慨
に
於
け
る
「
』
モ
ネ
1
プ
ー
ル
し
の
組
織
の
如
き
は

し
ー
を
叫
(
ト
山
一
訟
の
如
く
其
影
響
大
な
点
、
下
、
通
貨
股
叔
町
一
機
宜
に
越
し
大
る
措
殺
と
前
ふ
可
し
。

官
η
戦
告
に
徴
す
る
心
情
一
此
事
賀
川
μ
明
白
に
し
亡
、
恐
慌
の
一
つ
モ
ネ
1
・
プ
ー
ル
し
2
同
一
の
目
的
佐
滋
行
ず
る
る
の
を

1
1
u於
て
ほ
刊
で
貸
付
に
一
般
ド
ト
渉
t

り
百
九
九
一
還
な
ぷ
牧
綿
一
交
換
所
貸
付
鐙
察
の
議
行
と
す
、
前
者
は
事
ω特
繍
の
日

の
恥
は
1
1
、
党
け
の
事
な
し
o
阪
J

り
に
谷
銀
行
、
が
佼
付
の
悶
枚
一
的
仁
到
す
る
貸
付
の
綴
総
五
日
と
し
、
後
者
一
以
仙
川
悦
中
常

ト
凶

υふ
也
、
武
際
に
不
可
能
な
る
可
ノ
¥
首
座
貸
付
の
一
ド
ト
各
種
の
貸
付
宏
可
能
な
ら
し
め
ん
止
す
る
の
意
ぷ
出
づ

如
ぷ
少
数
銀
行
業
者
に
依
て
主
同
牧
の
一
行
川

2
1
2
1乙
あ
一
る
も
の
な

b
o
従
来
米
関
仁
一
於
て
、
似
A

伶
ぴ
…
銀
行
が
白

十
心
弘
、
仰
民
人
は
他
銀
行
仁
川
貸
付
を
求
ひ
る
を
以
て
、
貸
一
山
貸
付
の
政
策
を
採
る
l
r
」
ず
る
も
、
仙
銀
行
仁
し
て
之

1

付
金
制
一
の
上
よ
L
リ
凡
て
甚
だ
し
を
務
勤
を
生
-
対
立
ぷ
可
し
一
行
動
を
共
に
せ
玄
?
貸
付
の
岡
牧
を
斜
寸
乙
J

ぺ
め
ら
バ

慌
時
仁
税
金
仁
て
有
償
諮
雰
を
資
却
し
き
心
場
令
下
、
袋
…
民
福
れ
交
換
所
仁
一
於
け
る
自
行
交
換
慈
の
不
利
i
し筑吋
bpv駒
山

十
の
減
少
佐
川
先
る
可
な
の
み
、
戒
以
一
総
て
の
銀
行
仁
し
て
で
b

t

b

が
符
め
に
し
て
、
期
る
恐
怖
な
わ
点

Ldy--MJ佼

貸
付
の
同
牧
b
p
一
行
叫
ん
に
は
、
議
ド
ト
税
金
一
札
て
携
保
護
竺
換
所
貸
付
詩
券
&
利
用
す
る
を
必
妥
E
A
y
c
千
λト
FiH斗一

を
蛾
求
ナ
.
り
か
・
ウ
し
者
宅
、
此
市
場
の
形
勢
を
怖
れ
て
其
…
レ
七
年
治
…
慌
の
結
巣
貸
付
牧
紛
の
締
取
引
切
な
ふ
l
l
共
に
、

1
1

締
入
bv-
見
合
一
杯
、
ず
可
く
、
貸
付
回
牧
の
目
的
を
議
す
る
乙
一
換
所
貸
付
説
参
の
利
用
案
出
せ
ら
札
、
爾
京
谷
紘
一
引
は
引

ι離
か
る
可
し
、
山
川
ほ
一
信
用
‘
取
引
の
“
械
な
る
米
側
仁
一
於
て
…
金
の
移
動
に
依
ら
ホ
J

且
つ
他
鍬
行
の
鈴
ぬ
-
主
点
利
位
を
白
羽

急
叫
に
貸
付
の
同
欣
を
錦
ヨ
ん
と
す
の
が
如
を
弘
、
併
仁
せ
ら
る
、
の
懸
念
な
l
i
、
自
由
民
具
、
b
h
…g
q
l
b
ι

符
j
J
I

債
務
者
並
じ
銀
行
仁
多
大
の
損
害
乞
蒙
ら
し
り
ゐ
の
み
な
室
料
t

り
o

抑
も
此
貸
付
縫
参
は
英
名
の
示
す
が
如
く
二
冗

雑
枕
跳

11$5 
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総

制
蕊
貸
し
付
盤
遂
行
の
綿
一
め
に
議
行
せ
ら
れ
き

2
の
に
し
グ
る
は
明
な
I

り
o

或
は
大
銀
行
以
交
換
益
決
ω

慨
に
島
市
り
て

て
、
米
闘
の
如
き
中
央
銀
行
存
犯
せ
却
す
る
倒
に
於
て
、
各
貸
付
説
家
の
み
に
依
ふ
に
於
て
は
、
小
航
行
進

1
党
金

紋
行
が
恐
慌
中
共
貸
付
土
自
由
な
ら
し
め
ん
認
め
に

ω
一
文
悌
停
止
の
告
巡
る
可
く
‘
結
局
一
般
引
ト

i
u

良
野
に
必
W
淀
川
快
く
べ
か
ら
ず
の
が
も
の
な
る
に
唱
拘
ヰ
ら
安
)
喚
包

F
る
こ
J
h
a
A
J
J
I

ノ
O
L
C
A
l
r
vト
ー
し
ー
イ

世
人
多
く
い
却
て
之
宮
日
し
て
文
教
官
、
ど
助
成
す
る
も
…
荒
川
氏
一
付
恥
れ
れ
ド
仁
川
ぷ
m品

川

1
1
K
M一
日
刊

の
と
し
、
批
仙
雛
騨
概
呼φ
ど
加
ふ
る
が
，
如
如
し
O

仙然然似然然川ω.れ
れ
ど
活
、
之
少
之
~

仁
徴
、
す
J

寸ずq9〆
る
仁
、
貸
付
続
券
は
千
八
百
六
十
年
以
来
千
九
百
一
仁
於
け
る
が
同
列
こ
設
ダ
プ
る
二
、
な
わ
一
切
1r〉

t
b
z
一一

レ
巾
年
仁
一
全
る
川
ム
リ
後
十
日
ザ
点
以
7
f
rり
ー
し
¥
支
h
H
4
2
2
t
士
t
、
ご
よ
A
F
ι
r
A
l
L
f
f
v
'
v
f
l

島

J
l
一ハノジ

418合
hd

I
r
j
J
Uド
イ
守
、
，
p
-
;
ι
1
1
r
j
二
-
U
千・
74ι

し
た

'oし
E
雌
ど
活
飢
宵
銀

7
比
一
多
額
の
咋
備

内
千
八
百
七
十
一
一
一
年
千
八
百
九
十
三
年
及

α千
九
万
七
一
金
を
放
出
し
、
組
合
以
外
の
銀
行
令
約
十
、
滋
存

自
ら
一
一
一
同
五

τれた
る
の
み
、
之
と
て
貸
付
哀
が
一
歩
一
の
消
滅
を
促
し
、
商
品
移
動
臨
時
自
滅
し
た
る
浮

泊
に
文
…
朝
刊
止
寸
川
山
ι
k
J
に
や
ま
-
ノ
し
て
、
銀
行
が
問
一
ょ
ん
見
れ
川
町
貸
付
殺
券
の
緩
行
川
〔
投
引
州
市
町
叫
ん
什
ト
一

合
滑
に
到
し
て

4
9
3
J
m
x
-
交
換
加
を
総
出
し
て
文
抑
一
依
℃
保
持
せ
ら
る
、
資
金
の
潟
、
ど
減
少
し
り
ふ
全
つ
に
か

必
可
く
依
i

…(
h
h
Q
o
o
p
一二
o
u
m
Y
2
M
o
n
-
m
R
X
Y
0
5
0
3
)
一
五
一
、
c
る
な
ん
O

一町一K
k
j
る
に
間
人
安
全
什
こ
交
じ
〈

U
H
M
U
K

-
h
J
M

，
l
j
l
ノ
f
d
M
F
J
J
U
台、

3
N
V
6
2
V
M
チ

い
れ
一

w
qげ
な
る

-EJJの
記
入
念
処
し
、
問
中
・
に
交
山
政
所
貸
一
せ
ら
?
と
き
に
は
、
銀
行
・
は
交
換
所
に
依
て
一
一
九
…
抑
一
M
U

A
l
訪
務
。
不
別
配
銀
行
間
の
貸
借
決
約
仁
限
ら
ヂ
し
て
、

)

L

B

小
切
手
Aぞ
以
て
之
仁
臨
w
h
Y
3
A
f
H
A
J
J
P
故
に
、
此
場
合

滋
に
一
痴
ぴ
ソ
文
一
例
方
侠
'
と
し
て
望
者
仁
比
一
一
枚
安
心
必
至
竺
丘
一
議
停
止
は
比
較
的
堅
守
少
ト
い
い
じ
郎
防
柔
道
金
の
引

し
大
る
に
始
d
A
J

り
た
ゐ
も
の
な

b
、
ぬ
川
ほ
西
部
及
ぴ
・
南
部
仰
が
議
隔
地
の
銀
行
に
依
て
潟
3
ゐ
-
、
百
二
伶
亡
、
}
巳
払
i
γ
・

の
波
中
川
に
於
け
る
通
貨
と
じ
て
の
一
総
一
蹴
ょ
ん
見
る
号
、
交
以
て
す
る
の
外
何
壮
一
昆
需
要
い
必
ず
φ

……ir川
れ
可
く

換
所
貸
付
一
読
券
が
必
安
定
食
文
抑
の
停
止
を
芯
必
ず
に
非
斯
く
し
て
一
般
の
文
抑
停
止
サ
T
A泌
し
、
内
閣
取
引
に
践
校

、 'y

，，"曹、" .，・.目 r " 
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を
生
、
安
る
と
共
に
貨
物
の
移
動
に
総
机
怖
を
来
す
可
し
ひ
金
本
来
の
瓜
を
潟
味
、
d
い
B

7

0

一
例
に
し
て
、
恰
各
二
勝
の
偶

今
米
岡
市
中
銀
行
の
統
一
総
を
見
る
に
~
欧
洲
中
央
銀
行
像
崇
邦
仁
過
ぎ
含
み
な
t

り
o
f
左
れ
ば
米
側
に
於
て
裂
す
み

よ
」
等
し
く
他
銀
行
の
預
金
を
牧
受
ず
る
を
以
て
、
共
安
保
潟
・
以
、
紙
幣
の
伸
縮
白
夜
な
る
い
ド
非
ヂ
し
て
、
伸
縮
自
荘

、
東
大
な
る
に
拘
は
ふ
安
、
閥
立
銀
行
保
例
は
設
に
準
備
金
一
な
る
準
備
金
政
策
に
あ

b
、
紙
幣
鴻
後
の
如
を
間
接
に
地
中

宏
絵
内
ん
す
る
を
以
て
、
矯
め
に
準
保
金
・
本
来
の
目
的
及
ば
一
備
金
を
別
加
ゼ
ん
と
す
る
の
泉
に
外
な
ら
も
d

れ
ば
な
t
りO

M
用
途
b
t
税
制
肝
せ
し
め
、
準
備
金
を
以
て
輩
仁
貯
滅
す
れ
ば
…
訟
行
業
集
中
の
紡
よ
』
り
見
る
に
、
共
料
宵
金
融
市
場
に

足
る
が
如
、
を
思
知
的
を
抱
わ
し
め
っ
、
あ
3
0
。
閉
山
ふ
仁
…
準
備
一
一
於
け
ゐ
勢
力
以
窓
想
外
に
一
刈
大
に
し
て
、
判
例
仁
千
九
百
占

金
の
主
婆
な
る
目
的
は
、
銀
行
破
産
に
燃
し
預
金
者
に
封
一
年
恐
慌
破
裂
以
前
に
於
て
初
育
六
大
銀
行
、
が
保
持
せ
し
他

し
て
或
ゐ
割
合
の
分
泌
が
ι
保
殺
す
る
に
非
常
ノ
し
て
、
恐
慌
一
銀
行
の
獄
金
は
、
会
組
百
倒
立
銀
行
の
凶
低
一
千
前
弗
中

に
際
し
て
数
多
の
文
挑
能
力
あ
る
銀
行
を
総
持
制
助
せ
ん
一
一
一
一
俄
O
五
百
高
弗
を
占
め
，
北
る
認
な
ん
、
然
る
に
各
銀
行

と
す
る
に
夜
・
夕
、
準
備
金
比
率
の
問
題
の
如
を
敢
て
闘
す
一
が
法
悦
般
烈
に
際
し
銀
行
業
集
中
の
貨
な
表
は
3
h
b
l
リ
し

る
虎
に
非
歩
、
預
金
者
の
諦
求
に
熔
b
て
文
挑
k
潟
し
得
一
は
同
年
八
月
に
於
け
vo
各
銀
行
の
準
備
金
一
億
四
千
市
弗

る
の
一
事
な
必
.
嬰
と
す
る
の
み
o
h
紙
常
務
行
の
絵
亦
此
裕
一
が
其
十
二
月
に
於
て
弘
命
ほ
一
億
一
千
寓
弗
を
下
ら
か
い
r
り

裂
に
膝
下
る
の
効
果
な
き
に
非
才
れ
ど
張
、
前
述
す
る
如
一
じ
仁
ょ
ん
J

て
切
な
る
す
¥
恭
一
等
銀
行
が
他
銀
行
の
預
金

〈
米
側
仁
川
於
て
は
お
・
一
線
な
る
を
以
て
、
唯
谷
銀
行
が
平
時
一
、
伊
一
枚
受
ず
る
所
説
の
支
柱
を
解
せ
歩
、
叉
日
芯
等
の
預
金
が

に
於
て
多
綴
の
準
備
金
を
擁
ナ
ッ
心
外
に
策
去
し
o

放
の
千
一
充
分
な
る
準
備
金
に
依
て
保
識
せ
ら
れ

2
1り
し
民
放
闘
す

九
一
白
必
年
の
恐
慌
仁
於
て
、
一
方
議
貨
仁
打
北
少
の
存
し
文
一
る
唱
の
に
し
て
、
資
仁
米
岡
銀
行
制
度
弱
紡
の
根
本
誕
索

る
に
も
拘
は
ち
安
、
組
育
銀
行
の
準
備
金
は
二
億
五
千
一
文
る
者
な
I

り0

・vk
一
れ
ば
銀
行
制
度
上
目
下
の
急
務
は
準
備

百
硲
弗
に
増
加
せ
し
が
如
を
J

滋
傍
金
制
度
が
み
・
一
く
準
備
金
増
加
の
、
一
事
に
し
て
、
之
宮
路
定
ず
る
は
却
て
準
備
金
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に
於
て
任
意
に
部
備
金
の
滑
加
仁
必
掛
く
る
事
肝
要
な
る
業
の
如
念
公
く
銀
行
業
文
胤
の
閣
外
に
立
っ
と
一
五
ふ
一
円
し

可
く
、
期
〈
し
て
A

初
め
て
此
弱
鮪
を
匡
正
す
る
を
得
る
な
一
間
取
M
U
株
式
受
渡
日
の
如
を
定
期
に
改
ひ
ゐ
事
能
以
会
切
る
仁

b
o
最
古
準
備
金
喰
加
の
斜
め
に
は
銀
行
波
金
の
無
利
子
…
非
公
る
も
、
米
側
銀
行
業
に
取
'
り
て
議
活
祭
拐
な
ふ
は
銀

牧
受
の
必
要
あ
る
可
し
、
共
必
要
は
千
八
百
七
十
一
二
年
の
…
行
が
他
銀
行
の
際
金
を
牧
受
ず
る
の
責
任
を
臼
脱
却
し
、
恐

恐
慌
談
、

Mm
ー
す
交
換
所
委
員
命
日
の
翌
日
仁
於
て
主
張
せ
ら
一
慌
時
に
於
け
る
政
策
を
能
く
認
識
し
て
、
平
川
崎
仁
於
て
多

れ
北
れ
ど
も
、
不
安
・
仁
し
て
所
澗
治
取
的
銀
行
業
者
の
銭
…
額
の
準
備
金
を
周
滋
ナ
ゐ
か
、
或
ほ
此
方
策
仁
し
て
不
可

め
に
保
守
仁
泌
?
る
唱
の
よ
し
し
て
排
斥
せ
ら
れ
大
ム
ノ
、
加
一
能
な
る
に
於
て
以
、
他
銀
行
が
準
備
市
銀
行
に
減
認
し
制
御

ふ
る
に
無
利
子
預
金
の
欣
受
は
、
他
銀
行
を
し
て
野
滋
利
一
る
資
金
の
割
合
生
低
減
せ
し
り
る
か
に
あ

h
、
回
よ
t
り
預

卒
仁
川
於
て
怒
期
す
る
事
能
は
ぴ
る
滋
賀
を
、
雄
々
紛
育
英
一
訴
の
割
合
を
以
て
放
て
泌
剰
な
'
ち
と
一
五
ふ
ド
ト
非
S
H
b
号、

他
の
都
市
に
尚
一
読
す
る
の
附
加
を
生
廿
し
め
、
我
金
融
市
場
一
市
中
銀
行
が
屡
々
文
挑
ん
停
止
を
行
め
よ
b
見
れ
ば
、
準
備

よ
ら
不
健
会
な
る
投
機
vm
を
側
逐
し
、
資
金
の
審
税
宏
司
一
金
以
恐
慌
に
際
し
て
資
効
生
湊
せ
如
、
C

み
が
如
く
、
脳
て
…

能
な
ら
し
り
ゐ
の
利
手
め
ゐ
仁
川
於
て
を
や
。
一
般
不
信
の
情
は
銀
行
の
文
腕
能
力
如
何
ド
邸
ゐ
に
非
ヂ
し

長

特

係

長

一

て

、

期

る

金

融

議

治

に

際

し

て

能

く

資

金

の

融

越

生

求

め

以
土
知
山
越
す
る
蕗
を
秘
結
す
る
仁
、
米
閥
仁
一
於
付
る
文
一
斜
る
や
否
や
仁
花
ツ
必
ず
ど
以
て
な
-ho
米
側
に
於
て
、
恐
慌

応
制
度
の
銚
乏
は
、
中
央
銀
行
生
し
て
閥
庫
金
の
迷
期
及
…
に
際
し
、
一
般
市
場
仁
恐
怖
の
念
を
輿
ヘ
、
周
到
着
資
な

び
紙
幣
の
伸
縮
を
自
在
'
な
i

ら
し
む
る
能
は
安
、
叉
中
央
銀
〆
る
預
金
殺
が
預
金
を
引
出
し
、
戒
は
投
機
的
滅
金
者
が
通

行
k
し
て
金
融
上
の
病
症
た
救
協
加
す
る
趨
蛍
の
機
関
北
ら
貨
打
歩
の
利
益
を
占
め
ん
と
し
て
.
預
金
を
取
付
く
ゐ
が
如
.

し
む
る
能
は
か
る
な
1

り
。
忠
ふ
に
米
凶
金
融
市
場
に
践
鉄
を
は
、
全
く
銀
行
業
者
が
文
机
停
止
営
側
側
繁
に
行
ふ
給
巣

一
、
一
員
制
鎚
悶
髄
を
廷
闘
鑓
斜
線
緑
樹
悶
悶
関
側
剥
蹴
倒
翻
翻
総
額
劉
同
樹
翻
翻
識
調
可

d
j
j録
音
持
母
週
悶
悶
蹴
倒

3
3
3
3詞
3
3
j著書
現
議
普
通
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に
外
な
ら
安
、
要
す
る
仁
銀
行
業
者
が
共
感
抑
に
堪
ヘ
得

る
の
能
力
を
養
は
ん
か
少
く
と
弘
米
凶
特
有
な
る
此
瀦
預

金
の
取
付
を
防
?
を
得
べ
し
。
凶
レ
ポ
λ

ツ
非
常
時
の
紙
幣
夜

行
に
濁
し
て
、
成
る
設
備
を
錯
す
は
肝
要
に
し
て
ね
人
の
一

拒
U
彪
に
非
会
」
れ
ど
が
も
、
最
活
必
要
快
く
べ
か
ら
な
る
は
一

銀
行
染
者
が
能
く
禁
泳
備
金
の
目
的
を
班
解
し
、
卒
時
仁
一

於
て
多
額
の
準
備
金
を
保
有
し
、
一
判
事
畿
に
際
し
て
巧
一

仁
之
を
混
用
す
る
事
・
即
も
之
れ
な
b
o
(
先

)

‘

一

以
上
ス
プ
レ
ー
グ
氏
の
論
文
は
怖
に
米
側
艇
憐
壮
合
一

の
時
事
問
題
を
解
決
し
大
ゐ
の
み
な
ら
歩
、
金
融
市
場
一

smω
口
問
。
R
M
お
エ
恥
・

仁
一
於
け
る
中
央
銀
行
の
地
位
、
割
引
政
策
の
効
巣
等
一
一
千
九
百
六
年
弱
逃
、
が
現
行
関
税
定
感
7
4
Z
施
行
し
、
保
護

般
の
問
題
に
艶
し
て
説
明
評
論
の
重
ん
や
ノ
可
を
も
の
あ
一
政
策
殊
に
農
業
保
設
の
政
策
を
‘
取
れ
る
結
果
と
し
て
、
附

b
o
原
著
者
以
今
、
議
・
塑
頓
府
い
L

…ぷ
'O
通
貨
問
題
調
夜
一
口
比
一
総
憐
上
に
如
何
な
る
影
響
子
一
及
ぼ
し
花
る
や
。
此
枇
州
仁

委
員
舎
の
専
門
委
民
と
し
て
成
則
自
供
し
つ
t
E

あ
ち
。
本
論
…
就
て
的
憾
な
る
論
断
を
間
色
、
詳
密
な
る
説
明
を
得
る
乙

に
挑
ん
か
る
所
果
し
て
如
何
な
る
程
度
ま
で
委
員
舎
の
議
一
1f-
は
、
内
外
側
民
の
希
盟
し
て
己
、
t
w
A
H
H
b
所
な
t
り0

・本書

決
を
動
か
す
や
は
他
日
を
以
て
之
含
検
せ
ん
の
み
o

松
一
の
著
者
プ

I
タ
イ
ン
阻
ん
ね
術
開
談
合
の
議
員
な
る
が
、
一

回
君
の
諮
究
頗
る
婆
を
得
、
北
I

り
o
余
は
唯
原
女
・
1
L
野
間
以
一
方
に
は
自
由
貿
易
論
者
ー
と
し
て
、
母
問
問
亦
γ
ト
も
怠
去
を
践

し
て
一
一
一
回
の
字
句
仁
訂
民
を
加
ヘ
大
ふ
仁
過
S
タ
o

わ
る
-h

の
人
な
ん
〆
O

本
容
は
締
論
と
結
論
と
の
外
仁
、
長

明

江

崎

一
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